
地
域
活
性
化
人
材
育
成
分
科
会
長
／
中
部
経
済
連
合
会
専
務
理
事

小
川
正
樹
（
お
が
わ
ま
さ
き
）

産
学
協
議
会
に
参
加
し
て

　

地
域
活
性
化
人
材
育
成
分
科
会
に
は
地
域

の
国
立
大
学
、
県
立
等
公
立
大
学
、
地
域
経

済
連
合
会
な
ど
、
従
来
交
流
の
な
か
っ
た
セ

ク
タ
ー
が
集
ま
っ
た
。
ま
ず
は
、
検
討
課
題

の
絞
り
込
み
に
取
り
組
ん
だ
が
、
課
題
の
共

有
化
が
う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
地
域
」、
こ
の
定
義
が
セ
ク
タ
ー
間

で
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
こ
と
が
主
な
原
因
で
あ

っ
た
。

　

大
学
が
と
ら
え
る
「
地
域
」
は
、
経
営
形

態
や
支
援
体
制
等
に
よ
り
、
県
や
市
な
ど
の

行
政
単
位
で
、
産
学
連
携
や
地
域
貢
献
も
こ

の
範
囲
で
展
開
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
一

方
、
地
域
経
済
連
合
会
は
、
真
の
地
域
活
性

化
を
目
指
す
に
は
、「
地
域
」
は
世
界
と
直

接
つ
な
が
り
戦
え
る
単
位
、
複
数
の
県
を
ま

た
い
だ
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
と
と
ら
え
活
動
し
て

い
る
。

　

数
回
の
議
論
を
通
し
て
、
広
域
ブ
ロ
ッ
ク

の
産
学
官
で
「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
、

実
現
に
向
け
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
連
携
し
て
具
体
的
な
展
開
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
分
科
会
の
成
果
は
こ
こ
ま
で
で
あ

っ
た
が
、
今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
各
広
域
ブ
ロ

ッ
ク
で
、
ま
ず
地
域
の
特
色
・
個
性
を
発
揮

す
る
「
産
学
官
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
検
討
し
、

産
学
共
同
研
究
の
推
進
、
人
材
づ
く
り
を
進

め
、
ま
た
体
制
と
し
て
大
学
間
の
連
携
・
役

割
分
担
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、

九
州
や
東
北
が
先
行
し
て
お
り
、
中
部
で
は

着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
広

域
ブ
ロ
ッ
ク
で
活
動
を
進
化
・
深
化
さ
せ
、

力
強
い
地
域
づ
く
り
が
進
み
、
ひ
い
て
は
日

本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
再
興
さ
れ
る
こ
と
を
望

み
た
い
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
低

下
し
た
各
地
の
市
町
の
活
力
が
、
コ
ロ
ナ
克

服
後
も
う
ま
く
回
復
で
き
ず
、
都
市
間
格
差

が
一
層
広
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
回
、

製
造
現
場
の
中
国
へ
の
過
度
な
依
存
に
よ
る

課
題
が
露
呈
し
た
が
、
国
内
に
お
い
て
も
、

政
府
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
ア
カ
デ
ミ
ア
等

各
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
、
今
回
経
験
し
た
大

都
市
の
高
密
度
・
高
集
中
に
起
因
す
る
ハ
イ

リ
ス
ク
対
策
と
し
て
、
一
気
に
進
ん
だ
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
を
活
か
し
、
各
機
能
の
全
国
分

散
展
開
を
進
め
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

る
。
今
回
、
私
た
ち
は
、「
日
本
特
有
の
雇

用
」
と
い
う
過
去
の
成
功
体
験
か
ら
の
脱
却

に
取
り
組
ん
だ
が
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
国

土
利
用
に
お
い
て
も
、
過
去
の
成
功
に
区
切

り
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●報告書の取りまとめにあたって
（分科会における議論の背景・ポイント）
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